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研究成果の概要： 
学習目的，および，日本語レベルを考慮した，４技能別の日本語教材（試行版，紙版）を
作成した。４技能あわせて 1000 弱のコンテンツが完成した。これは「学習者が行いたい／行
わなければいけないコミュニケーション活動に必要な能力」という観点から，広く「文法」を
とらえたものである。その教材を日本語教育機関の協力を得て実際に試用しフィードバックを
受け，それに基づき改良を加えた。コンテンツの作成と同時に，ウェブでの公開のために仕様
書を技能別に作成した。 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 3,700,000 0 3,700,000 

２００６年度 2,000,000 0 2,000,000 

２００７年度 2,200,000 660,000 2,860,000 

２００８年度 4,000,000 1,200,000 5,200,000 

  年度  

総 計 11,900,000 1,860,000 13,760,000 

 
研究分野：日本語教育 
科研費の分科・細目：言語学・日本語教育 
キーワード：教育文法，教材開発，文法シラバス，技能別教材，ウェブ教材，多言語対応，イ

ンターネット 
 
１．研究開始当初の背景 
 教室で教えた文法項目が教室の外でのコ
ミュニケーションにつながるように，日本語
教育の現場ではさまざまな工夫がなされて
いる。たとえば，新しい文型を導入する際，
学習者に身近な話題や場面を使うようにし
たり，ある文型が自然に出てくる状況を作る
ためにインフォメーション・ギャップを生じ
させたりといったようにである。ただし，そ
れらは，「文型導入の場面設定」や「教室活
動の見直し」というように，もっぱら「教え
方」の工夫に関わるものであり，「教える内

容」そのものは，これまで大きく見直されて
はこなかった。しかし，学習者の多様化に対
応するためには，言い換えれば，一人一人の
学習者が，自分のコミュニケーションに必要
な日本語を学んでいくためには，「教え方」
を工夫するだけでは十分ではなく，「教える
内容」についても抜本的な見直しが必要であ
る。とくに，その土台となる文法が変わらな
ければ，真の意味でコミュニケーションにつ
ながる日本語教育にはならない。 
 これが，このプロジェクトの根底にある主
張である。 



 
２．研究の目的 
本研究は，次の３点を目的とする。 
目的(１) ４技能(読む，書く，話す，聞く)
ごとに独立した文法シラバスを作成する。 

目的(２) 目的(１)の文法シラバスに基づき，
学習目的，および，日本語レベルを考慮し
た４技能別の日本語教材（試行版）を作成
する。 

目的(３) 目的(２)で作成した教材を実際に
試用し，フィードバックを得る。 

 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するために，次のような
方法でプロジェクトを進行した。 
 本プロジェクトのメンバーが究極的に目
指す目標は，「新しい理念による日本語教育
文法」を実際の日本語教育現場で使用可能な
教材として完成させることである。そのため
には，「新しい理念による日本語教育文法」
をさらに精緻化，体系化することが必要であ
る。このプロジェクトは，そのための基礎研
究として位置づけられる。 
 「新しい理念による日本語教育文法」とは，
次のようなものである。 
 
◆日本語教育における文法を，これまで考え
られてきたものより広くとらえる。 
 相づちや聞き返しといった会話のストラ
テジーはもとより，言語表現としてあらわれ
ていない部分を推測，予測して聴解や読解を
容易にするための方略，場面や人間関係に配
慮して文法形式を選択できる能力，といった
ものまでを広く含めて考える。これらと従来
言われている「コミュニケーション・ストラ
テジー」との違いは，本プロジェクトでは「こ
れらの方略や能力を，常に具体的な言語形式
との関わりからとらえていく」という点にあ
る。具体的には，「聞く」場面で使う文法で
言えば，「確かに～」と話を切りだされた場
合，その後には「しかし～」といった反論が
続くことが予測される。この傾向は，「確か
に君の意見は正しい」などの判断文のときの
ほうが「確かに 8000 円は受け取った」など
の現象文よりも顕著である，といった点であ
る。 
 
◆日本語教育における文法を，日本語学にお
ける文法研究の成果の応用ではなく，学習者
が必要とする言語活動を支える一要素とし
てとらえ直す。 
 文法シラバスの内容や配列順序を，日本語
学，あるいは，言語体系における「基本的用
法／形式から周辺的用法／形式」という流れ
を応用することによって決めるのではなく，
学習者にとって「必要性が高い用法／形式」
「コミュニケーション上，注意が必要な高い

用法／形式」という観点に基づいて決定する。
たとえば，学習者が実生活で何かを「書く」
のは，「約束の時刻に研究室を訪ねたが不在
だった先生にメモを残す」といった具体的，
個別的な活動である。このようなメモでは，
不在の事実を述べるのに「先生はいらっしゃ
いませんでした。」という言いきりではなく，
「いらっしゃらなかったようなので～」とい
った読み手を配慮した表現が求められる。
「よう」「そう」「らしい」は，いずれも現在
の初級シラバスで「推量をあらわす表現」と
して取りあげられ，推量の根拠によって違い
が説明されているが，この状況で使えるのは
「よう」だけである。このような視点は，具
体的，個別的な活動を前提として初めて生ま
れるものであり，従来行われている「私の国」
といった読み手や場面を特定しない作文で
は，学習されないものである。 
 
◆日本語教育における文法を，言語技能ごと
に独立した体系としてとらえる。 
 四技能，さらには，その下位分類（たとえ
ば，メモを書く，論文を書く，メールを書く
等）によって取捨選択できる柔軟性をもった
文法シラバスを作成する。従来の文法シラバ
ス，とくに初級の文法シラバスは，どの技能
にも共通する汎用的なものが想定されてい
た。しかし，手段として音声を使う「聞く」
「話す」と，文字を使う「読む」「書く」で
言えば，たとえば，「飲む」や「雨だ」のよ
うな「です」「ます」が付かない普通形の意
味がそれぞれで大きく違う。「聞く」「話す」
では，普通形は聞き手が親しい人だったり目
下だったりするときに使うものであり，「ね」
や「よ」のような終助詞が付かないと，不自
然に聞こえることがある。それに対して，「読
む」「書く」では，普通形は聞き手を特に意
識しないときに使うものであり終助詞が付
かない。このように普通形の機能は，「聞く」
「話す」と「読む」「書く」では大きく違う
ので，同じようには扱えない。 
 
◆必要とする文法項目は，学習者によって異
なるととらえる。 
 汎用的な文法シラバスをどの学習者にも
与えるのではなく，学習目的，学習環境，母
語といった個別の条件に応じて取捨選択で
きる柔軟性をもった文法シラバスを作成す
る。たとえば，ビジネス場面で日本語を使う
必要がある学習者は，尊敬語や決まったパタ
ーンの挨拶表現などを学習する必要がある
が，交換留学生として日本の高校に来る学習
者はこのような表現を学習する必要はない。
また，日本国外でアニメに興味をもって学習
を始める学習者の場合は，縮約形やオノマト
ペなどが早期に導入された方が良いが，それ
らは「聞く」「読む」という受容技能だけで



よく，「話す」「書く」という産出技能にまで
つなげる必要はない。 
 ここまで述べてきた「日本語教育文法」や
「文法シラバス」を，恣意的でなく体系性を
もった形で整理するためには，学習者が必要
な言語活動を文法，文型の面から知るための
「ニーズ調査」，そこで使われている言語項
目を知るための「目標言語調査」，それを分
析する「目標言語分析」といった基礎的作業
を通じて，実証的なデータを蓄積していくこ
とが必須である。さらに，試作した教材を実
際に用い，現場からフィードバックを得て改
良を重ねることが必要である。このような作
業を繰り返すことによって，実用に耐える教
材を完成させることが可能になる。 
 
４．研究成果 
(1)ウェブ教材のコンテンツを，技能ごとの
グループに分かれて作成した。４カ年の
活動の結果，1000 弱の日本語教材（試行
版，紙版）が完成した。 

(2)教材作成のプロセス，作成した教材につ
いて，学会発表，論文発表を行った。 

(3)４カ年の活動を報告書（Ａ４版 396 ペー
ジ）にとりまとめ，関連機関，研究者に
送付した。 
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本語教材」 （講演およびワークショッ
プ）第 11 回ヨーロッパ日本語教育シン
ポジウム(ウィーン大学，オーストリア)． 

(27) 野田尚史（2006 年 6 月 17 日）「コミュ
ニケーションのための日本語教材と
は？」（講演）日本語教師のためのブラ
ッシュアップコ－ス 10 周年特別企画 
「コミュニケーションのための日本語
教育と教材」(ＪＡＬアカデミー，東京)． 

(28) 野田尚史（2006 年 4 月 15 日）「一人ひ
とりのニーズに合わせた日本語教育を
目ざして̶『̶コミュニケーションのため
の日本語教育文法』のコンセプト̶̶」（講
演）にほんごの凡人社大阪営業所主催 
日本語サロン研修会(愛日会館，大阪)． 

(29) 野田尚史（2006 年 3 月 6日）「コミュニ
ケーション教育を考えるときの視点」



（講演）第６回東京大学日本語教育連絡
会(東京大学留学生センター，東京)． 

(30) 野田尚史（2005 年 11 月 19 日）「中国語
話者に期待される日本語研究の新展開」
（講演）台湾日本語言文芸研究学会第五
回定例学会 日本言語文化研究国際シン
ポジウム̶日本語と中国語の接点̶ (長
榮大学，台南)． 

(31) 野田尚史（2005 年 8 月 8日）「日本語学
的な文法に縛られない日本語教育の可
能性」（講演）(財)日本語教育振興協会 
平成 17 年度日本語教員研究協議会(国
立オリンピック記念青少年総合センタ
ー，東京)． 

(32) 野田尚史（2005 年 5 月 7日）「新しい日
本語教育文法の設計図 ̶ 一律の文法か
ら学習者ごとの文法へ ̶」（講演）津田
塾大学言語文化研究所 言語学習の個
別性とその対応に関する研究会(津田塾
大学，東京)． 
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